補足説明資料
それぞれ下記項目の補足説明資料を作成。形式はdoc, docx又はtxtとする。
	氏名（所属）
	野畑有秀（大林組技術研究所）、nobata.arihide@obayashi.co.jp，042-495-1038

	(1)計算モデル
	・S41～S43

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・Boore(1983)の方法・入倉(1986)の合成法
・Program 　(野畑，1997年、今回大分改造しました)

	(3)参考文献
	・Boore(1983)，入倉(1986,1994)

	(4)有効振動数
	・０～25 Hz

	(5)乱数発生法
	・乱数の設定に関してS41～S43は正規分布に従う乱数時刻歴振幅
・上記にBoore(1983)の包絡形状をかけて時刻歴の整形を行う。

・適合度の良いデータ-1は，スペクトルに適合するように反復計算をし，その都度，時刻歴の崩れを修正しています（通常はこの方法で使用しています）。
・-2，-3は基本的にはBoore(1983)の方法に基づき反復計算はしません。スペクトルの修正は，野津(2008)によるParzenWindow（今回は0.1Hz）をかけた振幅比をかけている。プログラム上5000の初期乱数を発生させ，1～20Hzの間の変動係数が最小になるものを探し，5000の初期乱数列の違う２種類から最小のものを選んでいるので-2，-3の優劣は考えていません。

	(6)地盤応答
	・斜め入射を考慮する場合の平行成層の伝達マトリックス計算はHASKELL法によっています。
Ｓ３シリーズで問題のあったHASKELL－matrixですが、一部バグは修正（野津さん指摘の水平方向の変数がCMPLX宣言から抜けていました）しました。全面的な解決になっているかどうか未確認ですが、今回もそれを使用しています

	
	

	(8)提出波形に施した波形処理
	特に処理はしていません。30Hz以上は計算していません。また25Hz以上のＱは25HzのQを用いています。

	(9)その他
	


